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社会福祉協議会重点目標　安心して暮らせる地域づくり

かざぐるま 第 84号令和８年１月 （2）

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

春
を
晴
々
し
い
気
持
ち
で
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
の
水
戸
ホ
ー
リ
ー

ホ
ッ
ク
の
Ｊ
２
優
勝
と
Ｊ
１
昇

格
は
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
あ
る

城
里
町
の
町
民
に
誇
り
と
勇
気

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当

に
め
で
た
い
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、
一
昨
年
か
ら
運
行

を
開
始
し
た
福
祉
タ
ク
シ
ー

「
の
っ
て
く
」
で
す
が
、
昨
年

10
月
か
ら
は
、
さ
ら
に
利
用
が

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
利
用

で
き
る
年
齢
が
75
才
か
ら
65
才

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
目
的
地
と
で
き
る
病
院
に

つ
い
て
は
、
一
昨
年
は
８
つ
の

総
合
病
院
に
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
昨
年
10
月
か
ら

は
耳
鼻
科
・
皮
膚
科
・
眼
科
な

ど
専
門
病
院
へ
の
通
院
に
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
利
用

で
き
る
病
院
が
大
幅
に
拡
大
し

て
24
の
病
院
と
な
り
ま
し
た
。

町
内
の
買
物
・
通
院
に
は
「
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」、
町
外
へ

の
通
院
に
は
「
の
っ
て
く
」
を

ご
用
意
す
る
こ
と
で
、
運
転
免

許
を
返
納
し
て
自
家
用
車
が
使

用
で
き
な
く
な
っ
て
も
、
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
城
里
町

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
城
里
町
社
会
福
祉
協
議

会
は
、
城
里
町
役
場
と
連
携
し

て
、「
低
料
金
で
利
用
で
き
る

高
齢
者
の
移
動
手
段
」
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
城
里
町
の
高
齢

者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
て
参

り
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様

に
と
っ
て
幸
多
い
こ
と
を
お
祈

り
致
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

社
会
福
祉
法
人  

城
里
町
社
会
福
祉
協
議
会

城
里
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
会
長  

上
遠
野
　
修

上
遠
野
　
修

　
Ａ
型
の
あ
な
た
は
、
趣
味
や

運
動
・
健
康
な
ど
興
味
の
あ
る

習
い
事
を
始
め
れ
ば
運
が
開
い

て
い
き
良
い
年
に
な
り
ま
す
。

午
年
生
ま
れ
の
性
格

午
の
故
事
こ
と
わ
ざ

　
午
年
生
ま
れ
の
人
は
、
華
や

か
で
情
熱
的
な
性
格
で
す
。
直

感
力
に
優
れ
行
動
力
も
抜
群
で

す
。
明
る
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

で
、
人
を

惹
き
つ
け

る
存
在
感

が
あ
り
、

ど
こ
に
い
て

も
注
目
を
集

め
る
タ
イ
プ
。

今
年
の
血
液
型
占
い

午
年
午
年
午
年
の
豆
知
識

う
ま
　

【
馬
が
合
う
】
気
が
合
う
・
息
が

　
　
　
　
　
　
　
ピ
ッ
タ
リ
で

　
　
　
　
　
　
　
あ
る
・
意
気

　
　
　
　
　
　
　
投
合
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
意
味
で
、
馬

　
　
　
　
　
　
　
と
乗
り
手
の

呼
吸
が
ピ
ッ
タ
リ
と
合
っ
て
い

る
姿
か
ら
来
て
い
る
言
葉
。

【
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
】
人
生
に

お
い
て
、
幸
せ
な
こ
と
が
起
こ

る
か
不
幸

な
こ
と
が

起
こ
る
か

は
誰
に
も

予
測
出
来

ま
せ
ん
。

そ
の
場
の
感
情
で
安
易
に
悲
し

ん
だ
り
喜
ん
だ
り
し
な
い
方
が

良
い
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

【
馬
の
耳
に
念
仏
】
馬
に
念
仏
を

聞
か
せ
て
も
、
理
解
す
る
こ
と

が
出
来
ず
無
駄
な
こ
と
で
す
。

人
間
も
大
切
な
話
や
忠
告
を
言

っ
て
も
理
解
し
よ
う
と
し
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
こ
と
。

【
尻
馬
に
乗
る
】考
え
も
な
く
他

人
の
言
動
に
同
調
し
、
軽
は
ず

み
な
言
動
を
す
る
こ
と
。

　

Ｏ
型
の
あ
な
た
は
、
仕
事
で

は
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
難
し
い

年
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

あ
な
た
の
努
力
次
第
で
幸
運
を

招
く
事
は
可
能
で
す
。

　

Ａ
Ｂ
型

の
あ
な
た
は
、
運
気
は
ど
ん
ど

ん
上
昇
し
て
い
く
年
で
す
。
視

野
を
広
げ
て
な
に
か
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
情
熱
が
強
す
ぎ
る

が
ゆ
え
に
根
気
が
続
か
ず
、
途

中
で
気
持
ち
が
冷
め
て
中
途
半

端
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
忍
耐
力
を
磨
き
、

最
後
ま
で
や
り
抜
く
行
動
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
持
ち
前
の
情
熱
と
直
感
を
活

か
し
な
が
ら
、
継
続
力
を
身
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
人
生
は
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
り
豊
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。

　

Ｂ
型
の
あ
な
た
は
、
人
間
関

係
で
悩
み
ま
す
が
、
し
っ
か
り

と
人
間
関
係
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
良
い
年
に
な
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
謙
虚
な
気
持

ち
を
大

切
に
。

さ
い
お
う



社会福祉協議会重点目標　人がつながる地域づくり

城里町誕生
20周年記念式典

　昨年 11 月 18 日（火）コミュニティセンター城里において、城里町誕生 20 周年記念式典並びに城
里町社会福祉大会が開催されました。
　上遠野町長の式辞にはじまり、これまで多年にわたり社会福祉の発展に功労のあった方々に表彰状
の授与が行われ、来賓祝辞、閉式の辞にて式典は終了しました。
　今回、社会福祉大会にて受賞されました方々の氏名、団体は次のとおりです。おめでとうございま
した。
　なお、順不同にて敬称は略させていただきます。

社協役員表彰（表彰状） 西村　正夫
ボランティア表彰（表彰状） 小林　理恵 大津　美恵子 江畠　治弘 櫻井　武夫

小林　トヨ子 北川　順子 菊地　照子 加藤　美惠子
横倉　米子 仲田　いつ子 小山　よし江 髙瀬　惠美子
西村　正夫 大門　正生 軍司　良一 桐原　健一
卜部　三男 横田　榮子 柏　由美子 久保田　米雄
宮本　恵子 森田　　稔 五百川　杏菜 横倉　嘉咲
住谷　央子 加藤　千冬 髙倉　幸希

ボランティア表彰（感謝状） 星野　洋子 仲田　由江 生畑目　眞知子 阿久津　昇

団体役員表彰（感謝状） 小林　勝夫 富永　慶一 磯部　長司 小堀　利勝
飯村　士津雄 山倉　秀樹 小林　孝夫 大澤　若葉
薗部　良一 萩谷　登喜子 荒川　ゆかり 杉本　秋子

善意銀行感謝状 皆川　　泉 加藤　三郎 加藤木　直之 冨永　郁夫
山崎　秀雄 廣木　正則 園部　　哲 大津　好男
加藤　隆文 髙瀨　　弘
コカ・コーラボトラーズ㈱水戸南セールスセンター 与三郎庵
城里町文化協会 城里町立常北中学校生徒会
水戸ヤクルト販売株式会社 ＪＡ水戸しろさと農産物直売部会

茨城県立水戸桜ノ牧高等学校常北校

寺門　茂雄

城里町社会福祉大会

城里町社会福祉協議会長表彰受賞者

茨城県共同募金会長感謝受賞者

全国社会福祉協議会長表彰受賞者

かざぐるま 第 84号（3） 令和８年１月



社会福祉協議会重点目標　魅力あふれる地域づくり

令和元年10月の自宅水害被害時の恩返し令和元年10月の自宅水害被害時の恩返し

仁平 和夫さん那珂西地区
にへい

かざぐるま 第 84号令和８年１月 （4）

　

城
里
町
の
東
側
を
流
れ
る
那

珂
川
に
は
、
那
珂
川
大
橋
、
千

代
橋
、
大
桂
大
橋
が
架
橋
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
点
に
渡
し
場
が
あ
り

ま
し
た
。
那
珂
川
大
橋
は
た
び

た
び
の
大
水
で
流
失
、
昭
和
24

年
、
永
久
橋
が
出
来
る
ま
で
、

渡
し
船
に
よ
っ
て
連
絡
し
て
い

ま
し
た
。
渡
し
場
は
水
深
も
あ

り
、
流
れ
も
速
か
っ
た
の
で
、

両
岸
を
結
ん
だ
ワ
イ
ヤ
ー
伝
い

と
漕
ぎ
手
を
併
用
し
た
船
頭
２

人
に
よ
る
運
行
で
し
た
。
千
代

橋
に
あ
る
渡
船
場
は
、
下
圷
と

対
岸
の
下
江
戸
と
を
結
ぶ
も
の

で
し
た
。
小
野
の
渡
し
場
は
現

在
の
大
桂
大
橋
の
と
こ
ろ
に
位

置
し
、
昭
和
47
年
に
廃
止
さ

れ
る
ま
で
、
重
要
な
渡
船
場
で

し
た
。
船
頭
は
４
人
の
随
時
交

代
制
で

あ
っ
た

と
い
わ

れ
て
い

ま
す
。

し
ろ
さ
と
�

那
珂
川
の
渡
し
船

　那珂西地区に住む「仁平和夫さん」宅を訪問しました。

和夫さんと奥様のお２人はニコニコ顔で迎えてくれまし

た。

　和夫さんは現在、配食サービスボランティアと福祉有償

移送サービスを行っています。ボランティアに参加する様

になったのは、令和元年 10 月の台風 19 号の大雨によって

自宅が被災し途方にくれていた時、城里町の災害ボランテ

アの方々が来てくれたことがきっかけです。家具・畳の撤

去・物置の片付け・泥かきなどをして頂き、有難さを身に沁みて感じました。その時の恩

返しをしたいとのことから、ボランティア活動を始めたとのことです。

　配食サービス日は第２、４週の木曜日で石塚地区７軒、春園地区 10 軒の高齢者宅に配っ

ています。お届けすると心から喜んで頂けます。その笑顔を拝見しますと、届ける者もそ

の喜びを感じ取ることが出来ます、とお話しされていました。福祉有償移送サービスは依

頼があれば随時行っています。

　和夫さんの趣味は家庭菜園で、城里町公民館講座の「家庭菜園学習教室」に参加してい

ます。現在、畑で育てている野菜は白菜、玉ネギ、ニンジン、ニンニク・・・などですが、

最も興味を持っているのがニンニクです。当時は 1 個のニンニクから始めましたが、昨

年は 175 個まで増やし植付けました。６月ごろに

収穫するニンニクは保温器を用いて２週間熟成さ

せ、黒ニンニクにする予定です。これを知人の方

に差し上げると健康食として喜んで頂けます。

　更に八ツ頭も育てていますが、種芋を保存する

のが難しいのです。一度、穴を掘って保存しまし

たが失敗し、今回は保存方法を教室で教えて頂い

たので春が楽しみです、と話されていました。５

月に種芋より新たな芽が出ていることを願ってお願ってお

ります。ります。
安全運転で行ってきます

小野の渡し場

〈
桂
村
史
参
照
〉



ゴ
を
自
分
た
ち
で
選
ん
で
収
穫

し
ま
し
た
。
中
に
は
「
高
徳
」

と
い
う
希
少
な
リ
ン
ゴ
も
あ
り

ま
し
た
。収
穫
し
た
リ
ン
ゴ
は
、

お
み
や
げ
に
し
ま
し
た
。

　

リ
ン
ゴ
狩
り
の
後
は
、
常
陸

大
子
駅
近
く
に
あ
る
、
永
源
寺

へ
紅
葉
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

真
っ
赤
に
色
づ
く
紅
葉
は
と
て

も
き
れ
い
で
、
観
光
客
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
つ
く
し
の

仲
間
も
お
参

り
を
し
、
紅

葉
と
一
緒
に

記
念
撮
影
を

し
ま
し
た
。

　

視
覚
や
味

覚
等
、
五
感

で
秋
を
感
じ

る
楽
し
い
活

動
と
な
り
ま

し
た
。

社会福祉協議会重点目標　　安心して暮らせる地域づくり

四
季

つ
く
し

つ
く
し
四
季

の

77

　

昨
年
12
月
７
日
（
日
）
常

北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
診
室

で
、
子
育
て
中
の
親
子
６
組
22

名
が
参
加
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

最
初
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
（
以
下
フ
ァ

ミ
サ
ポ
）
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
フ
ァ
ミ
サ
ポ
と
は
、
子

育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人

と
援
助
を
し
た
い
人
を
結
ぶ
有

償
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

で
す
。
子
供
の
面
倒
を
見
て
く

れ
る
の
は
、
子
供
好
き
な
方
や

保
育
に
興
味
が
あ
る
方
で
両
者

の
自
宅
等
で
子
供
を
預
か
り
ま

す
。
料
金
は
平
日
と
土
日
祝
日

で
は
異
な
る
等
細
か
い
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ケ
ア
協
会
所

属
で
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
協
力
会
員

で
も
あ
る
飯
田
和
子
さ
ん
に
よ

る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ケ
ア
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

ケ
ア
と
は
、
音
楽
の
特
性
の
一

部
を
利
用
し
て
、
子
供
の
持
っ

て
い
る
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ

せ
、
発
達
の
援
助
を
行
う
こ
と

で
す
。
音
楽
に
合
わ
せ
体
を
動

か
し
た
り
、
鈴
・
タ
ン
ブ
リ
ン
・

バ
ル
ー
ン
等
の
楽
器
や
道
具
を

使
っ
た
り
し
ま
す
。

　

ま
ず
最
初
に
皆
で
大
き
な
輪

に
な
っ
て
座
り
「
手
の
ひ
ら
を
太

陽
に
」
の
音
楽
に
合
わ
せ
、
手
を

た
た
い
た
り
、
手
を
つ
な
い
だ
り

し
ま
し
た
。
次
に
２
人
組
に
な
り

向
き
合
い
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
手

を
合
わ
せ
た
り
、
引
っ
ぱ
り
っ
こ

を
し
ま
し
た
。
他
に
も
音
楽
に
合

わ
せ
鈴
や
鳴
子
を
鳴
ら
し
た
り
、

皆
で
輪
に
な
り
大
き
な
ゴ
ム
の

輪
を
使
い
右
や
左
に
回
し
た
り
、

皆
で
大
き
な
布
を
持
ち
、
布
の
中

心
に
あ
る
４
つ
の
ボ
ー
ル
を
動

か
し
た
り
、
う
ち
わ
を
持
ち
小
さ

な
紙
き
れ
を
上
に
舞
い
上
げ
た

り
・
・
・
す
べ
て
音
楽
と
一
緒
に

身
体
を
動
か
し
ま
し
た
。
音
楽
は

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
主
題
歌
や
ク

ラ
シ
ッ
ク
等
色
々
で
、
膝
の
上
に

い
る
小
さ
な
子
供
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
も
の
で
し
た
。

　

動
き
も
静
と
動
を
取
り
入
れ

皆
が
簡
単
に
出
来
ま
し
た
。
皆

終
始
笑
顔
で
、
と
て
も
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
リ
ン
ゴ
狩
り
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
も
、

社
会
体
験
の
た
め
に
常
陸
大
宮

駅
か
ら
袋
田
駅
ま
で
電
車
で
移

動
を
し
、
車
窓
か
ら
紅
葉
を
楽

し
み
ま
し
た
。
大
子
町
は
城
里

町
よ
り
気
温
が
低
く
、
少
し
肌

寒
か
っ
た
で
す
。

　

リ
ン
ゴ
狩
り
は
、
今
年
も
佐

川
果
樹
園
さ
ん
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
リ
ン
ゴ
の
採
り
方
は
、

ツ
ル
に
指
を
あ
て
て
、
リ
ン
ゴ

の
実
を
下
か
ら
上
に
回
転
さ
せ

る
と
上
手
く
採
れ
る
そ
う
で

す
。
数
種
類
の
リ
ン
ゴ
の
木
か

ら
赤
く
て
美
味
し
そ
う
な
リ
ン

きれいな紅葉をバックに

甘いリンゴがとれました

かざぐるま 第 84号（5） 令和８年１月

うちわでパタパタ～！

はい、チーズ！

「楽
し
か
っ
た
よ
」

「楽
し
か
っ
た
よ
」

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
交
流
会



社会福祉協議会重点目標　人がつながる地域づくり

かざぐるま 第 84号令和８年１月 （6）

 
 

 

 

 

羽毛回収は、環境問題と社会課題の解決に貢献できる仕組みです 

企業・団体の皆さまへ 

店舗やイベント等での羽毛製品回収にご協力いただける場合はご連絡ください 

福祉教育 

（車いす体験） 

回収した羽毛製品の選別や解体は、障がい者の事業所へ依頼し、障がい者の雇用促

進に繋がっています。 

循環資源として羽毛を洗浄・リサイクルし、羽毛製品を焼却するときに発生する二酸

化炭素の排出を削減できます。 

不要になった羽毛製品を回収・再資源化し、収益の一部が赤い羽根共同募金になります 

共同募金は、民間の社会福祉事業や地域のボランティア団体、NPO等の活動を幅広

く支援する資金として、高齢者、ひとり親家庭、障がいのある方への支援をはじめ、

災害時のボランティア活動の支援、経済的に困窮する方々や孤独・孤立にある方々の

支援など、様々な分野で活用されています。 

眠っている羽毛製品が、町を良くする募金になり、 

誰かの笑顔に変わります 

 

◎製品タグをチェック！ダウン率５０％以上のものが対象です 

◎穴があっても、カバーが汚れていてもOK！ 

×羽根布団や綿布団は対象になりません 

お問合せ （福）茨城県共同募金会 東海村共同募金委員会 

 ℡029-282-2804 

羽毛製品を送る 

収益金を寄付 

羽毛 

メーカー 

不要な羽毛製品を寄付 

東海村では、このような活動に 

共同募金が活用されています 

児童センター

「小学生ふれあい」 

（けん玉教室） 

地区社協支援 

（ふれあいお楽しみ会） 

 

 
 

 

 

 

羽毛回収は、環境問題と社会課題の解決に貢献できる仕組みです 

企業・団体の皆さまへ 

店舗やイベント等での羽毛製品回収にご協力いただける場合はご連絡ください 

福祉教育 

（車いす体験） 

回収した羽毛製品の選別や解体は、障がい者の事業所へ依頼し、障がい者の雇用促

進に繋がっています。 

循環資源として羽毛を洗浄・リサイクルし、羽毛製品を焼却するときに発生する二酸

化炭素の排出を削減できます。 

不要になった羽毛製品を回収・再資源化し、収益の一部が赤い羽根共同募金になります 

共同募金は、民間の社会福祉事業や地域のボランティア団体、NPO等の活動を幅広

く支援する資金として、高齢者、ひとり親家庭、障がいのある方への支援をはじめ、

災害時のボランティア活動の支援、経済的に困窮する方々や孤独・孤立にある方々の

支援など、様々な分野で活用されています。 

眠っている羽毛製品が、町を良くする募金になり、 

誰かの笑顔に変わります 

 

◎製品タグをチェック！ダウン率５０％以上のものが対象です 

◎穴があっても、カバーが汚れていてもOK！ 

×羽根布団や綿布団は対象になりません 

お問合せ （福）茨城県共同募金会 東海村共同募金委員会 

 ℡029-282-2804 

羽毛製品を送る 

収益金を寄付 

羽毛 

メーカー 

不要な羽毛製品を寄付 

東海村では、このような活動に 

共同募金が活用されています 

児童センター

「小学生ふれあい」 

（けん玉教室） 

地区社協支援 

（ふれあいお楽しみ会） 

 

いばらき “つなぐ ”プロジェクト
羽毛製品をリサイクルしませんか？

 企業・団体の皆さまへ 

 店舗やイベント等での羽毛製品回収にご協力いただける場合はご連絡ください 

〇様々な活動に活用されます

　・学校福祉教育　・生活困窮者支援　・子育て支援　・広報活動

お問合せ　社会福祉法人 城里町共同募金委員会　℡.029-288-7013

×羽毛布団、綿布団、敷き布団、まくら、クッションは対象
になりません

（城里町社会福祉協議会内）



社会福祉協議会重点目標　魅力あふれる地域づくり

かざぐるま 第 84号（7） 令和８年１月

手
話
を
学
ぶ
�

手
話
を
学
ぶ
�
「
あ
」か
ら
始
ま
る
単
語

「
厚
い
」

　

右
手
の
親
指
と
ほ
か
の
４
本
の

指
の
間
を
空
け
て
お
き
、
広
げ
る
。

「
暑
い
」

　

右
手
で
う
ち
わ
や
扇
子
を
持
っ

て
、
手
首
を
ひ
ね
っ
て
あ
お
ぐ
動

作
を
す
る
。

「
熱
い
」

　

右
手
の
指
先
を
下
に
向
け
、
サ
ッ

と
上
げ
る
。

「
集
ま
る
」

　

両
手
を
わ
ん
曲
さ
せ
て
向
か
い

合
わ
せ
左
右
か
ら
寄
せ
る
。

「
あ
と
（
後
）」

　

右
手
の
手
の
ひ
ら
を
前
に
向
け

小
さ
く
前
に
出
す
。（
未
来
の
意
味
）

「
ア
ド
レ
ス
」

　

右
手
の
親
指
を
伸
ば
し
て
振
る
。

「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
」

　

右
手
で
こ
ぶ
し
を
作
っ
て
口
元
に

持
っ
て
く
る
。（
マ
イ
ク
を
持
つ
様
子
）

「
あ
な
た
」

　

右
手
の
人
差
し
指
で
相
手
を
指

さ
す
。

「
兄
」

　

右
手
の
甲
を
前
に
向
け
中
指
を

立
て
て
上
げ
る
。

「
ア
ニ
メ
」

　

右
手
の
指
を
開
い
て
手
の
ひ
ら

を
左
に
向
け
前
に
２
～
３
回
ま
わ

す
。

「
姉
」

　

右
手
の
甲
を
前
に
向
け
て
小
指

を
立
て
上
げ
る
。

　

今
年
の
干
支
、
午
年
の
方
は
、

情
熱
・
成
功
・
飛
躍
な
ど
前
向

き
で
明
る
く
、
ま
た
周
囲
の
人

に
も
幸
運
を
呼
ぶ
素
敵
な
性
格

を
持
っ
て
い
ま
す
。

（
す
ぐ
に
使
え
る
手
話
辞
典
6000
よ
り
引
用
）

「
油
」

　

右
手
を
頭
に
置
き
少
し
下
げ
て

指
を
閉
じ
る
。

メール

黒

 

２
０
２
５
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
親
子
で
お
い

し
い
ケ
ー
キ
を
食
べ
て
ほ
し
い

と
い
う
想
い
か
ら
、
ク
リ
ス
マ

ス
ケ
ー
キ
を
無
料
で
配
付
し
ま

し
た
。
対
象
は
、
準
要
保
護
世

帯
で
申
請
の
あ
っ
た
方
で
す
。

生
ク
リ
ー
ム
の
ケ
ー
キ
と
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
ケ
ー
キ
の
２
種
類

か
ら
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
夏
に
行
な
っ
た
「
夏

休
み
応
援
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
」
に
参
加
し
た
方
々
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
準
備
が
難
し
い

と
の
声
が
あ
っ
た
た
め
、
親
子

で
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
、
今
回
は
ケ
ー
キ

の
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

共
同
募
金
事
業
は
、「
つ
な

が
り　

さ
さ
え
あ
う　

み
ん
な

の
地
域
つ
く
り
」
を
基
に
、
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
募
金
を
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
事
業

運転ボランティアを募集します運転ボランティアを募集します
　「のってく」と「ほろるん」の運転ボランティアを募集しています。スマイルタクシー「のってく」は、
65才以上の運転免許がない方、運転免許を返納した方が対象になり、近隣の町外まで、医療機関限定で
送迎を行います。送迎できる医療機関が８カ所から 24カ所に増え、サービスの拡大を図っております。
　また、スマイルタクシー「ほろるん」は、介護認定を受けている方、障害手帳をお持ちの方を対象に、
町内外の送迎を行います。
　外出支援を行う運転ボランティアにご興味のある方は、社会福祉協議会までご連絡ください。

電話０２９－２８８－７０１３



広報紙「かざぐるま」は、赤い羽根共同募金助成金で、年4回発行しています。

街
で
出
会
っ
た

街
で
出
会
っ
た

  

ち
ょ
っ
と
い
い
話
⑧

第
三
の
人
生
を
楽
し
ん
で

　
68
歳
に
な
る
友
人
は
、
去
年

ま
で
は
、
毎
日
や
る
こ
と
も
無

く
退
屈
し
て
る
よ
う
で
し
た
。

　
公
園
で
散
歩
を
し
て
い
た
時

に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
近

所
に
住
ん
で
る
方
が
し
て
い
る

の
を
見
て
い
た
ら
、
誘
わ
れ
て

入
会
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
前

は
大
会
に
出
場
し
て
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
を
し
た
こ
と
を
楽
し
く

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
先
週
は
幼
馴
染
か
ら
、
合
唱

団
に
入
る
よ
う
に
懇
願
さ
れ
て

始
め
た
よ
う
で
、
ま
だ
日
が
浅

い
の
に
来
週
は
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

施
設
へ
の
初
め
て
の
慰
問
参
加

に
緊
張
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
新
し
い
事
を
初
め
た
事
で
、

出
会
い
が
生
ま
れ
て
、
今
で
は

充
実
し
た

毎
日
を
楽

し
そ
う

に
過
ご

し
て
い

ま
す
。

かざぐるま 第 84号令和８年１月 （8）
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●
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っ
と
い
い
話
⑧

●
目
次
・
編
集
後
記

　

新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
日
一
日
の
生
活
パ
タ

ー
ン
は
変
わ
ら
な
い
の
に
、
な

ぜ
か
目
に
す
る
街
の
風
景
が
新

鮮
に
見
え
る
気
が
し
ま
す
。
そ

れ
は
年
賀
状
や
お
せ
ち
料
理
、

そ
し
て
Ｔ
Ｖ
番
組
な
ど
が
、
今

ま
で
と
違
っ
た
雰
囲
気
を
か
も

し
出
し
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
と
に
か
く
理
屈
抜
き

で
皆
様
と
新
年
を
祝
い
ま
し
ょ

う
。
今
年
も
ご
愛
読
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

御前山

�

小
野
　
健
吉
さ
ん 

89
歳

下古内

　
「
あ
れ
、今
日
だ
っ
た
っ
け
？
」

と
、
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
小

野
さ
ん
、
背
筋
も
腰
も
ピ
ン
と

伸
び
て
、
と
て
も
お
元
気
な
様

　

年
末
の
12
月
末
、
御
前
山
地

区
で
息
子
さ
ん
夫
婦
と
３
人
で

住
む
神
長
さ
ん
宅
を
訪
ね
ま
し

た
。

な
り
ま
し
た
。
神
長
さ
ん
は
茨

城
県
の
大
会
に
も
、
過
去
４
回

出
場
し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
、
大
晦
日
と
節
分
に

蕎
麦
打
ち
を
行
う
こ
と
で
す
。

販
売
さ
れ
て
い
る
蕎
麦
粉
１
kg

を
２
回
に
分
け
て
打
つ
と
、
最

も
上
手
く
作
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。
打
ち
立
て
が
美
味
し
い
こ

と
か
ら
即
、
知
人
に
配
り
味

わ
っ
て
貰
い
ま
す
、
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
神
長
さ
ん
の
お

蕎
麦
を
毎
年
心
待
ち
に
し
て
い

る
方
が
い
る
そ
う
で
す
。

子
で
す
。
毎
週
木
・
土
曜
日
と

２
ヶ
所
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
し
、
時
に
は
那
珂
西
の
方
で

ク
ロ
ッ
ケ
ー
も
し
ま
す
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
何
度
も
優

勝
す
る
ほ
ど
の
腕
前
で
す
。

　

自
慢
は
歯
が
丈
夫
な
こ
と
、

全
部
自
分
の
歯
で
虫
歯
は
１
本

も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
日
４
回
丁

寧
に
磨
き
手
入
れ
を
怠
り
ま
せ

ん
。病
気
も
し
た
こ
と
が
な
く
、

固
い
も
の
で
も
何
で
も
自
分
の

歯
で
噛
み
、
美
味
し
く
頂
け
る

こ
と
が
健
康
の
秘
訣
の
よ
う
で

す
。
車
も
運
転
し
ま
す
が
、
自

分
の
足
で
歩
く
事
を
心
掛
け
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

３
年
ほ
ど
前
に
奥
様
を
亡
く

さ
れ
、
水
戸
に
住
む
２
人
の
息

子
さ
ん
が
よ
く
来
て
く
れ
ま
す

が
、
炊
事
か
ら
掃
除
、
洗
濯
何

で
も
自
分
で
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

広
い
敷
地
内
に
は
紅も
み
じ葉
や

柿
、
柘つ

植げ

な
ど
が
あ
り
、
よ
く

手
入
れ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

魚
よ
り
肉
の
ほ
う
が
好
き
と

い
う
小
野
さ
ん
、
丈
夫
な
歯
で

バ
リ
バ
リ
食
べ
、
い
つ
ま
で
も

お
元
気
で
！

　

神
長
さ
ん
は
現
在
95
歳
で
す

が
、
そ
の
お
顔
を
拝
見
し
取
材

を
行
っ
て
い
ま
す
と
、
と
て
も

90
歳
を
超
え
た
方
と
は
思
え
な

い
若
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

健
康
の
秘
訣
を
伺
い
ま
し
た

ら
、
①
早
寝
早
起
き
で
、
睡
眠

を
十
分
に
取
る
こ
と
、
②
運
動

は
毎
日
行
う
こ
と
、
自
宅
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
を
、

１
時
間
以
上
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
昨
年
11
月
28
日
に

開
催
さ
れ
た
高
ク
連
主
催
の
大

会
で
は
、
個
人
戦
で
第
２
位
と

神
長
　
三
郎
さ
ん 

95
歳


